
A Week On The Concord And Merrimack Rivers

にみられる東洋思想について

六 川 信

HenryDavidThoreau(1817-1862)の読書を分類すると,博物学のものを別にすれば,

エマスン,ギリシャ･ラテンの古典,東洋の聖典,イギリスの17世紀の詩人,アメリカの歴

史,アメリカ･インディアン,旅行記に大別できるであろう(1).ソーロウがどの分野に最も関

心をもっていたかを特定することは難しいが,古典に対する関心の深さと東洋の聖典への評

価の高さは,ソーロウの読者の誰もが気付くことである.東洋の聖典は トラソセソデソクリ

ストにとっては必読の書でもあった.ソーロウに及ぼした東洋思想の研究は,今まで,多数の

研究家によって試みられてきた(2).ソーロウの東洋思想や東洋文学の研究(theOrientalism)

は印度のヒンドゥー教の聖典と中国の儒教の経典が主であるから,ソーロウの場合,東洋思

想というとき,印度思想と中国思想を指す,と言える.まず,ソーロウと東洋思想との関係

について,著名な批評家の見解を検討しておくこととする.

WilliamElleryChanningや HenryS.Saltは, ソーロウがヒンドゥー教に関心をも

っていたことに注目しているとはみられない.次に,MarkVanDorenは, ソーロウほ三

つの文学的源泉- 東洋聖典,西洋古典,過去の英国の詩人たち- によって養われたと書

き,｢ソーロウは西洋的だ.-ソーロウに対する東洋哲学の影響は広くも深 くもない.-か

れは,東洋的態度の真の意味を理解しているとは言えない.-ソーロウは象徴や文章を東洋

の書物から借用しているが,思想は借用していない.彼の心に残ったのはその文章であった.

-ソーpウほ東洋の精神よりギリシャ精神をうまく理解できた人であった｣(3)と述べている.

ド-レンの見解は,東洋聖典がソーロウに与えた影響を強調しすぎることなく,均衡がとれ

ているように思われるが,ソーロウと東洋の書物との関係についての深い研究にうらづけら

れたものではない.

ArthurChristyは,ソーロウと東洋思想の関係を詳細にとり扱っており, この研究のパ

イオニア的役割をはたしている(4). ァ-サー･クリスティは ド-レンの考えを基本的には踏

襲しているが,結論は非常に異なっている. その主旨を要約すれば,｢ソーロウはヨーガ行

者のように霊魂を鍛えるという目的で孤独と隈想を求めたが,彼はリアリス トであり自虐的

な苦行には関心がもてなかった.そのため,ヨーガ行者のような訓練方法をとらなかった.

要するに,ソーpウは自分の思想を広げるため印度思想を借用したが,ニュー･イングラン

ドの宗教の遺産をうけついでおり,ニュー･イングランドのヨーガ行者であるにすぎない｣

ということになる.クリスティーは印度哲学のソーロウの受容という視点に立ってはいるが,

ヒンドゥー教とヨーガの一般論に終っている感がある.
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HenrySeidelCanbyは,RalphWaldoEmersonの NaLureとヒンドゥー教の聖典が

ソーロウの思想の形成の上で重要である,と述べる.彼は,印度思想がソーPウの意識に深

く分け入っていること,特に TheBhagavad-Gita(5)がソーpウに重要な影響を与えている

ことに注目している.だが, キャンビーは ｢ヤンキーは東洋人にはならなかった. ソーp

-は必要とする思想を借用し二度新生したヤンキーとなったが,以然として変わらぬヤンキ

ーであった｣(6)と述べている.

以上の意見に対して,ShermanPaulは,『マヌ法典』(TheLawsofMenu)がソーロ

ウの霊的生活への案内書となり,ブラフマン(Brahman)がソーロウの探求する霊的主人公

となったと論じ,興味ある論評を展開している(7).WalterHarding も,ソーロウは孤独と

院想の必要性の根拠を東洋文学の中に発見し,東洋文学の中にすっぽりとひたっていること

は明らかである,と述べている(8).MiriamAliceJeswineは,学位論文において,ソーP

ウに及ぼした東洋思想 (ヒンドゥー教思想)の影響がいかに多大であったかを論述している.

ジェスワインは,チャニソグ,ソールト,クリスティ,ヰ ヤンピー,シャーマン･ポール等

のソーPウ研究家は皆ことごとく,ソーpウがヒンドゥー教の聖典をどれ程深く研究してい

たかに注目していない,と批判する.ジェスワインは,ソーpウが読んだヒ1/ドゥ-教関係

の書物をすべて読破した後, ソーロウの作品に見られるヒンドゥー教の影響を検討 してい

る(9).

本稿では, ソーロウの処女作 A WeekontheConco71dandMerrimackRivers(以下

A Weekと省略)(1849)にみられる東洋思想の検討を試みたい.A Weekは ソーpウの

傑作 Waldenの初版本であり,序章 ｢コンコード川｣と土曜日から金曜日までの各章との

8章で構成されている420ページの旅行記である.1839年の夏,ソーロウが兄 John と共に,

ポートでコンコード川を下りメリマック川を上流へ進み WhiteMountains-登 り, 二週

間後にコンコードに帰来した舟旅がもとになっている.紀行文の体裁をとっているこの作品

の実際の旅行記は131ページを占めるにすぎない色噂.他は,川旅の途上でのその土地の歴史,

文学論,宗教論等でうまっている.｢水曜日｣の章の3分の2が友情論であることは, この

作品の特質を如実に物語っている.

1

ソーロウが東洋思想に関心をもち始めたのがいつであるかは不明だが,HenryS.Salt,

F.B.Sanborn,ArthurChristy等の著名な研究家に従うなら的,ソーpウとェマスソの交

友は1837年ソーロウの--バード大学卒業以後に始まり,ソーロウの東洋思想への関心を初

めて喚起したのは彼の師友エマスソであった.ソーPウは--バード在学中は東洋の書物を

読んだことはなかったから的, ソーpウが東洋思想に関心を抱くようになったのは1837年以

降であることは確かである.ソ-ロウの1838年8月22日の日誌には,"Howthrillinganoble

sentimentintheoldestbooks,- inHomer,theZendavesta,orConfucius!〃脚と

あり,ホーマー,｢ゼソド=アべスタ｣,孔子を感銘をもって読んだことが述べられており,

研究家の裏づけを提供している.ソーロウは自己と社会との関係について中国思想から学ぶ

ところが多く,社会批評がその一部をなす Waldenでは中国思想-の言及が多くみられる84.
それに反して, 自己修養では印度思想に多くを学び, 自己の向上をテーマとした AWeek
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では,孔子のことばの引用が二か所,孟子からのが-か所あるにすぎない.

Confuciussaid.〃NevercontractFriendshipwithamanwhoisnotbetterthantIly･

self.M(A Week.288)

<子日,無友不如己者> (『論語』一学而第- )

Confuciussaid:〃TocontracttiesofFriendshipwithanyoneistocontractFriendship

withhisvirtue.ThereoughtnottobeanyothermotiveinFriendship.H(A Week,299)

<子日,友也老友其徳也.不可以有挟也> (『孟子』一万貴下-)

Menciussays:"Ifonelosesafowloradog,heknowswellhowtoseekthemagaln;

ifonelosesthesentimentsofhisheart.hedoesnotknowhow toseek them again.･･･

Thedutiesofpracticalphilosophyconsistonlyinseekingafterthosesentimentsofthe

heartwhichwehavelost;thatisall."(A Week,280)

<孟子日,仁人心也,義人蕗也.舎其路而弗由.放其心而不知求.京哉.人有難犬放,則知求之,有

放心而不知求.学問之道無他,求其放心而己臭.> (『孟子』-告子章句上)

以上の引用は ｢水曜日｣の章の友情論の中にある.友情論が A Weekに入れられたのは,

LinckC.Johnsonによれば,1848年であり,ソーPウがウォルデソ湖を去ってか らで あ

る的.1845年には A Weekの初稿は完成していたので,以上の引用はソーロウの最初の構

想にはなかったということになる.A Weekでは,｢月曜日｣と ｢日曜日｣の章を中心に,

ヒンドゥー教の影響が濃厚である. 従って,A Weekにおける東洋思想は 印度思想が中心

だ,と言ってよいであろう.
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ヒンドゥー教関係で,ソーPウがェマスソのすすめにより最初に読んだのは,Sir Wil-

liam Jones(1746-1794)の訳になるTheOydinancesofMenuAccordingiotheGlossof

Culluca(1799年版)であった. では,いつこの 『マヌ法典』にふれたのだろうか. キャ1/

ビーは1841年と述べ的,多くの研究家もその説をとっているようであるが, ジェスワインは

1840年と主張している.その根拠は,ソーロウの1840年8月17日の日誌に, v̀rhisfairmod･

erncreationisonlyareprintoftheLawsofMenuwiththeGlossofCulluca.''的 と

あるからである.筆者は,1840年から41年にかけてソーロウが 『マヌ法典』を耽読していっ

たとするジェスワインの説 を と りたい.1841年 3月の日誌には,"Menusaysthatthe

s̀upremeomnlpreSentintelligence'isàspiritwhich can only beconceivedby a

mindslumbering.'Wisdom andholinessalwaysslumber;theyareneveractivein

thewaysoftheworld."(W,VII.229-230)とある.ソーPウは 『マヌ法典』から,宇

宙に遍在する最高の神を知るには,静寂と院想が必要であることを学んだ,といえる.

1841年 4年26日,ソーロウはェマスソ家に寄寓し,エマスン邸の内外の世話をすることに

なる.-マスソほソーPウに造園,大工仕事などの腕を期待し,ソーロウは読書と散策の時

間と場所を与えられた.ソーロウは,1843年5月-マスソの兄の息子の家庭教師としてニュ

ーヨーク市へと発つまで,エマスソ家に滞在することになる.この二年間,ソーロウは,七
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マスンの蔵書から東洋の聖典と思想書を読破した.彼は東洋の書物を系統的に読み,その傾

倒ぶりはェマスソを凌いだ.ソーロウはエマスンより多く,また完全にヒンドゥー教の聖典

を読んだのである.

1841年9月2日の日誌に,"ThesublimesentencesofMenucarryusbacktoatime

whenpuri丘cationandsacrificeandselfidevotionhadaplaceinthefaithofmen,

-"(W,ⅤⅠⅠ.280)とあり, ソーpウは 『マヌ法典』から purity の原理を学んだことが

明らかである.この年の夏,『マヌ法典』を耽読したソーロウが到達した一つの結論がこの原

理である.『マヌ法典』は興味の対象というよりもソーロウの内面に深くしみ こんでいった,

とみられる.同年8月6日と7日の日誌はソーロウが感動をもって 『マヌ法典』を読んだこ

とを物語っている."∫cannotreadasentenceinthebookoftheHindooswithout

beingelevatedasuponth'etabk>landoftheGhauts. ･-Theimpressionwhich

thosesublimesentencesmadeonmelastnighthasawakenedmebeforeanycock･

crowing."(W,ⅤⅠⅠ.266-267)この Elevation (上昇,崇高)の感覚は,ソーpウがこの

教典から得たものであり,狭い個人から大宇宙の精神へと高まる気拝を示している.-マス

ンは,霊 (soul)と業 (karma)というヒンドゥー教の教義が自分の思想に適していること

を発見したのにとどまったのに対して,ソーロウは,その教義の精神と生き方そのものを学

びとったのである的.特に,『マヌ法典』の第6章及び第12章の ｢輪廻｣と ｢最高の福祉をも

たらす行為｣の節は,ソーロウの思想と行動に最大の影響を及ぼしている.

『マヌ法典』にみられるバラモンは,ソーロウの精神生活の崇拝すべき人物像であった.

ニュー･イングランドの保守的支配階級はインドの立法者が軽蔑する商業階級の人々であっ

たのに対し,バラモンは最高のカーストに属するだけでなく,精神の探求が最も重要な仕事

とする人々であったからで あ る胸.隈想 (meditation)と禁欲生活 (asceticlife)と孤独

(solitude)を求めてウォルデソ湖に隠棲し自己の精神を純化しようとしたソーロウのモティ

ベーションは,すでにシャーマン･ポールの意見を掲げたように,この 『マヌ法典』による

ものなのである. 超絶主義者の問では, 当時,森の小舎にこもって院想生活をするという

ことが比較的一般に行われ,隠棲的生活は一つの流行となっていた.ソーpウの場合は,こ

うした流行に流されたものではなく,東洋の聖典の導きによったことは注目され ていい.

`̀OneofthemostattractiveofthoseancientbooksthatIhavemetwithisthe

LawsofMenu.- Iknowofnobookwhichhascomedowntouswithgrander

pretensionsthanthis."(A Week,154-155) このことばはソーPウが1844年に書いた

ものであることを考えるとき,ソーpウは 『マヌ法典』の教義に導かれてウォルデソ湖畔で

の孤独と院想の独居生活に赴いた,といえる.独居生活に入って1か月余たった8月15日の

日誌に,HWhatifweweretoobeythesefinedictates,thesedivinesuggestions,

whichareaddressedtothemindandnottothebody,whicharecertainlytrue,-

nottoeatmeat,nottobuy,orsell,orbarter,etc.,etc.,etc.?''(W,ⅤⅠⅠ.382)と

あり, 『マヌ法典』に従おうとするソ-ロウの態度が表われている.ソーロウがウォルデソ

湖畔に赴いたのは,彼が "Mypurposein goingtoWaldenPondwasnottolive

cheaplynortolivedearlythere,buttotransactsomeprivatebusinesswiththe

fewestobstacles;-"約 と述べているように,A Weekの執筆が一つの目的であったこと
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は確かである.だが,彼が HIwenttothewoodsbecauseIwishedtolivedeliberately,

tofrontonlythe-essentialfactsoflife,･･･Iwantedtolivedeep and suck outall

themarrow oflife,- todrivelifeintoacorner."脚 と述べるとき,彼は 『マヌ法典』

の教義を脳裡においていたのである. ソーロウは,"Thewisestconservatism isthatof

theHindoos. Immemorialcustom istranscendentlaw.'saysMenu. Thatis,it

wasthecustom ofthegodsbeforemenused it. The faultofourNew England

custom isthatitismemorial."(A Week,140)と述べるように,太古の時代の原始性

と神聖にひかれていたようである.彼の東洋聖典-の関心と原始主義とは通じているらしい

のだ.
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『マヌ法典』と並んで,ソーロウの思想形成に大きな影響を及ぼし彼をして新しき人間-

と生まれ変わらせたのは,TheBhagavadiGitaである軸.彼は,この聖典を,19世紀の標準

版となっていた CharlesWilkins訳 すheBhagavat-Geeta(London:Nourse,1785)で

読んだ脚.Krutchによれば,ソーロウほこれを1845年の冬 A Week執筆中に精読した朗.
彼は,1854年に再読し多くの句を書写している. ソーpウほ,A Weekにウィルキソズの

言葉を引用して述べている.｢英国のインド支配が終わることがあっても 『ギータ』は永遠

に残るであろう｣と.

ソーPウは, ウォルデソ湖畔の独居生活中に,『マヌ法典』と 『ギータ』に親しみ, 彼の

好きなことばを用いれば,｢夜の トオモロコシのように成長し｣,変態をとげ,精神を新生さ

せていった,ということができる.ソーロウが 『ギータ』をいかに高く評価していたかを彼

のことばに聞こう.

TheNewTestamentisremarkableforitspuremorality;thebestoftheHindoo

Scriputure,foritspureintellectuality.Thereaderisnowhereraisedintoandsustained

inahigher,purer,orrarerreg10nOfthoughtthanintheBhagvat-Geeta.･･･Itis

unquestionablyoneofthenoblestandmostsacredscriptureswhichhaveco'medown

tous.(A Week,142)

IwouldsaytothereadersofScriptures,iftheywishforagoodbook,readthe

BhagvaトGeeta.- translatedbyCharlesWilkins.Itdeservestobereadwithrever･

enceevenbyYankees,asapartofthesacredwritingsofadevoutpeople;andthe

intelligentHebrewwillrejoiceto丘ndinitamoralgrandeurandsublimityakinto

thoseofhisownScriptures.(A Week,1471148)

IncomparisonwiththephilosophersoftheEast,WemaysaythatmodernEurope

hasyetgivenbirthtonone.BesidethevastandcosmogonalphilosophyoftheBhagvaト

Geeta,evenourShakespeareseemssometimesyollthfullygreenandpracticalmerely.

･･･Exoy7'enEctuxmaystillbethemottoofscholars.fortheWesternworldhasnot

yetderivedfromtheEastallthelightwhichitisdestinedtoreceivethence.(AWeek,
149-150)
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ここにみられる強烈なまでの異教への傾斜は,ソーロウの内部には以前からあった.彼は,

1838年頃,コンコードのユニテリアン教会から離脱していた.彼は,既成のキリスト教のわ

くからすっぽりと抜け出してしまっていた.権威主義的で因習化した教会の神を次のように

厳しく批判する."Itseemstomethatthegodthatiscommonlyworshipedincivi-

lizedcountriesisnotatalldivine,thoughIlebearsadivinename,butisthe

overwhelmingauthorityandrespectabilityofmankindcombined. Menreverence

oneanother,notyetGod."(AWeek,65-66)ソーロウの求めるのは Godなのであっ

て godなのではないのである.彼のキリスト教批判は教会の根底をもゆきぶる発言をも生

み出す."Some,tome,Seeminglyveryunimportantandunsubstantialthingsand

relationsareforthem everlastinglysettled,- asFather,Son,andHolyGhost,

andthelike.Theseareliketheeverlastinghillstothem.〟(A Week,70)『聖書』

を軽視したソーロウは,ついに,キリストを人間に引き下してしまう.〃Christwasasub-

1imeactoronthestageoftheworld."(AWeek,74)彼は,自己と神との関係を,辛

リス ト教の中に見出せなかったのである.ソーロウは,ヒンドゥー教徒の方が-プライ人よ

りもはるかに静かに完壁に宗教的であると考えていた ので あ る.神の絶対性に対して個人

の霊的個性の尊厳を徹底して尊重したソーpウが 『ギータ』を えらんだのは,『ギータ』が

国家や教会に対する義務は議論の対象とせず自己に対する自己の義務についてのみ述べてい

るからなのである鴎,更に,彼が 『ギータ』にひかれたのは,彼の精神の中に本来そなわっ

た素質があったからであり,ピューリタンの子孫として,生活の簡素化と禁欲生活を信条と

したピューリタンであったからだという意見がある餌. また,生来自然を愛し孤独を好んだ

ソーロウの気質は,ヒンドゥー教の哲学の説く沈黙と思索の美徳と一致したとい う説 もあ

る附.超絶主義者の態度とヒンドゥー教徒の態度の相違はきわめて微妙であるために,-マ

スソを師として超絶主義の思想から出発したソーロウは,それに類似したヒンドゥー教の思

想を受容Lやすかった,とも考えられよう.

個人の主体性と自己信頼を重んじたソーpウは,キリスト教を宗教の中の独占の地位から

ひきおろし,仏教やヒンドゥー教と並べてしまう.彼の信念は "Everypeoplehavegodsto

suittheircircumstances."(AWeek,66)なのである.ソーロウは一人の神秘家として,

秤 (彼はこれを Waldenの中で theperennialsourceofourlifeと呼び A Weekでは

everlastingSomethingまたは UniversalOneと言っている)に近づくべく其聾に生きた.

彼の最大の関心事は大宇宙の中に神を見ることであった鰯. その彼にとっては,形骸化した

宗教にとらわれることは無意味であった.

ItrustthatsomemaybeasnearanddeartoBuddha,orChrist,orSwedenborg,

whoarewithoutthepaleoftheirchurches.ItisnecessarynottobeChristiantoap･

preciatethebeautyandsignificanceofthelifeofChrist.Iknowthatsomewillhave

hardthoughtsofme,whentheybeartheirChristnamedbesidemyBuddha,yetIam

surethatIamwillingtheyshouldlovetheirChristmorethanmyBuddha,forthe

loveisthemainthing,andllikehimtoo."GodistheletterKu,aswellasXhu."

(A Week,68)
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このような思想をもつソーpウほ,当然のこととして,当時の知識層の人々から白眼視さ

れたのである.ソーロウが生前,また,死後も長く酷評された原田の一つがこれである.ソ

ーロウの願望は,大自然に融合し宇宙の根源と合一すること,換言すれば,現象界 (maya)

に依存することを捨て,Brahma- 一切生類の究極の目的で宇宙の根本原理- との融

合を果たすことにあった.これがために,『ギータ』に見出したものは何であったろうか.

TheOrientalphilosophyapproacheseasilyloftierthemesthanthemodernaspires

to;andnowonderifitsometimesprattleaboutthem.ItonlyasslgnStheirduerank

respectivelytoActionandContemplation,orratherdoesfulljusticetothelatter.

Westernphilosophershavenotconceivedofthesigni丘CanceofContemplationin their

sense.(A Week,1421143)

BeholdthedifferencebetweentheOrientalandtheOccidentaL Theformerhas

nothingtodointhisworld;thelatterisfullofactivity.(A Week,147)

西洋思想と東洋思想が動と静との対照の下で対比されている.ソーロウは,静かなる東洋

思想の中に院想の何たるかを見出そうとしている.彼が 『ギータ』から学んだ最大のものは

院想であったという分析は,ソーpウ研究家に共通した見解である.ソーpウは,『ギータ』

を Contemplation と Elevation という2つの角皮から賛美している.院想という視点で

眺めるとき,ゲーテは理性の領域に止まりヒンドゥー教の聖者には遠く及ばなく,シェイク

スピアも広大で宇宙論的な 『ギータ』の哲学の前では青二才に見える,とソーロウは述べる

のである.院想の意味について,東洋的な色合いで深くソーpウは気付いていたのであろう.

『ギータ』がソーPウの心の苔となり生渡の指針となったことは間違いはない.『ギータ』

からの引用は AWeekの ｢月曜日｣の章の数ページにわたってみられるが,そのいくつか

を掲げたい.

Forthemanwhodoeththatwhichhehathtodo,withoutaffection,obtaineth the

Supreme.(A Week.145)

｢執着を離れて行為を行なう人は最高所 (解脱)に到達するから｣(『ギータ』第3茸,19節)餌

Wisemencallhim aPandeet,whoseeveryundertakingisfreefrom theideaof

desire,andwhoseactionsareconsumedbythe丘reofwisdom.(A Week,145)

｢すべての行為が欲望や意図を離れた人'その行為が知恵の火で焼き尽くされた人を,知恵のある者

は賢者と呼ぶ｣(『ギータ』第4茸19節)

HeisbothaYogeeandaSannyaseewhoperformeththatwhich hehath todo

independentofthefruit.(A Week,145)

｢行為の結果を期待せず,義務的行為をなす者,彼は遠孤老 (サンニヤージン)であり突修者 (ヨー

ギ)である.｣(『ギーク』節6茸1節)

4

ソーpウがウォルデソ湖-赴いた時期は,儀式的行動によって崇高なものに到達するため
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に自然に入る試みの時であり,その行動の指針を提供したのは 『マヌ法典』と 『ギータ』で

あった.昔日の回想記 Waldenでは,ウォルデソ湖畔での自然との融合の体験が語られる

が,独居生活時代に執筆された A Weekでは,体験の結果より行為そのものが記される.

ここでは感覚的直覚的世界が展開され,metaphysicalな雰囲気が満ちている.孤独,禁欲,

清貧,自然との共感,院想などは彼の行為そのものでもある.

パThisworldisbutcanvastoourimaginations.〟(A Week,310)この言葉にソーロ

ウの世界観が集約されている.彼の真実在 (Reality)は Brahmaなのだ.真実在の探求-

むかうソーロウは無限に内面に沈潜する.彼は主張する."Theearsweremade,notfor

suchtrivialusesasmenarewonttosuppose,buttohearcelestialsounds.The

eyeswerenotmadeforsuchgrovelingusesastheyarenowputtoandwornout

by,buttobeholdbeautynowinvisible.MaywenotseeGod?"(A Week,408)見

えないものを見,聞こえないものを聞くという見着 くseer)に徹することによって,ソーP

ウは探求の旅の極点に到達しようとする.彼が,"Ifyoucanspeakwhatyouwillnever

hear,ifyoucanwritewhatyouwillneverread,youhavedonerarethings.･･･
TheUnconsciousnessofmanistheconsciousnessofGod."(A Week,351)と書く

とき,見者ソーpウの意識は拡大し深まっていく.次第に膨張する意識には自然が流入し,

自然との合一-と向かう.その体験をソーロウは語って言う."Sometimesamortalfeels

inhimselfNature,- nothisFatherbuthisMotherstirswithinhim,andhebe･

Comesimmortalwithherimmortality.Fromtimetotimesheclaimskindredship

withus,andsomeglobulefromherveinsstealsupintoourown."(A Week,404)

これは神秘的な体験である. A Weekには,求道者ソー｡クや院想による精神の深まりゆ

く過程が書き記されている.彼の神秘家としての生まの姿が描き出されているといってもよ

いであろう.uSilenceisaudibletoallmen,atalltimes,andinallplaces.Sheis

whenwehearinwardly,soundwhenwehearoutwardly."(A Week,p418) この

ことばは深く院想した者のみが記すことができる,と言いうる.ヒンドゥー教の聖典の教義

に同感し神秘家として生きたソーロウは,神秘的な聖句 HOm"を発し院想し, ヨーガの行

を通して Brahmaに合一する彼自身のアプローチの方法については述べていない.従って,

ソーロウが Yogiになったと判断することは困難である.

A Weekには, ソーロウが8年間に及んで研究した彼の初期のヒンドゥー教の思想が色

濃く展開されている.ジェスワインによれば,ソーロウの読破したヒンドゥー教関係の書物

は14冊にのぼる.彼はこれを1840年から1854年にいたる14年間にわたって愛読し研究したの

である.1854年9月英国人 ThomasCholmondelerがェマスンへの紹介状をたずさえてコ

ンコードへ来た.-マスソから Mrs.JohnThoreau を紹介されたチョムレイはソ-ロウ

家に滞在した.彼は,帰国後1855年11月,英語,7ランス語,ラテン語,ギリシャ語,サン

スクリット語で書かれた東洋思想に関する44冊の書物をソーロウに贈った.彼はこれを死ぬ

までいつくしんでいた糾.ソーロウの東洋思想-の関心は生涯にわたっていた,と言えよう.

ただし, ソーロウには現実に敏感な一面のあることを看過してはなるまい.彼が,"There

arevarioustoughproblemsyettosolve,andwemustmakeshifttolive,betwixt

spiritandmatter."(A Week,74)と言うとき, ソー｡クは明らかにヤンキー的な現実
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認識の上に立っているのである.

ソーpウは,制度上の宗派をすてた一種の世界宗教という考えを提唱している.

ItwouldbeworthyoftheagetoprinttogetherthecollectedScripturesorSacred

Writingsoftheseveralnations,theChinese,theHindoos,thePersians,theHebrews,

andothers,astheScriptureofmankind. TheNew Testamentisstill,perhaps,too

muchonthelipsandintheheartsofmentobecalledaScriptureinthissense.Such

ajuxtapositionandcomparisonmighthelptoliberalizethefaithofmen.･･･Thiswould

betheBible,orBook ofBooks,which letthemissionariescarry totheuttermost

partsoftheearth.(A Week,150)

.中国人,ヒンドゥー教徒,ペルシャ人,-プライ人等の聖典を集めて人類のための聖典を

編纂するこの提言は,ソーロウがインドやペルシャの思想を西洋の思想以上の関心をもって

扱っていた証しである.彼を当時のアメリカ社会の背景の前に立たせるとき,東洋の聖典を

読んで東洋の聖哲の息吹にふれた並々ならぬ彼の勇気ある発言と受けとめなくてはなるまい.

彼が東洋の思想の中に魂の救いを求めようとし,Exorienteluxをモットーとしていたこ

とは認められなければならない.我々がソーロウに親近感をいだくのは,このようなソーp

ウ文学の中にとけこんで不思議に輝 く Orientの光なのである.
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